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山口県立宇部総合支援学校　厨房棟

設計監理
㈱笹戸建築事務所
https://sasado.co.jp

【建物概要】
所　在　地　宇部市黒石北５丁目1067番1
建　築　主　山口県
設 計 監 理　㈱笹戸建築事務所
施　　　工　　［建築工事］
　　　　　　　髙山産業・宇部工業JV
　　　　　　　［電気設備工事］
　　　　　　　㈱鶴谷秀電社
　　　　　　　［機械設備工事］
　　　　　　　富士管工・合田燃料機器JV

構　　　造　鉄骨造　平屋建て
工　　　期　2023年8月～2024年8月
用　　　途　総合支援学校
敷 地 面 積　41,317㎡
建 築 面 積　889㎡
延 床 面 積　757㎡
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【施設概要、設計コンセプト】
　宇部総合支援学校は、県内の総合支援学校の中で最も在籍児童生徒が多く、なお増加傾向にありな
がら、旧厨房は開校当時のままで、１回の稼働ではすべての食数を提供できない状況であった。また、
校内にランチルームや食育に適している部屋もなく、各々が教室までご飯を運び食事をし、児童生徒
にとって不便な環境となっており、厨房関係者にとっても必要以上の手間を要していた。これら、当
該学校が抱える課題の解消とインクルーシブ教育の推進を目的に整備を図った。
　建築物を機能的・空間的属性より３部門に分類し、それぞれの空間をつかう「ひと」にあわせた計
画とした。
　「ランチルーム部門」は、南面の軒下廊下を介した安定した自然光により、明るさと広さを感じる
居心地のよい空間とし、「厨房部門」は、汚染ゾーンと非汚染ゾーンを明確に分け、食材の搬入口と
搬出口は別に設け、搬入・調理・洗浄・廃棄の流れを一本化し、機能面と衛生面を重視した。また、「地
域交流部門」は、接客などの実践的な職業教育の場として、地域に開かれた空間とした。
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